
土壌の重金属分析の現状（＝機器分析）

機器分析

試料採取

輸送
乾燥 溶出 機器分析

検出時間：約１週間（前処理含む）

・現場での分析ができない。

・分析精度は高いが時間がかかる。

現場

分析所

・汚染調査計画の策定や、浄化効果の確認
 に困る場合が多い。

・数千に及ぶ分析需要に応えられない。

ICP発光分光法

原子吸光分光法

＜別紙３＞


